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藤枝市オーガニックビレッジ宣言



「20年後に親になる子供たちの明るい未来を創る！」

プ
ラ
ン

化学物質（農薬）による子供たちの健康問題、環境問題を科学的な根拠を基に「医食住同源」のコン
セプトで解決する方法をトータルにコーディネートする

コ
ン
セ
プ
ト

教育会社として設立された弊社は「人間も動物も植物も生命の基本は同じ」の理念のもと、命のある
物に対して現代社会がもたらした食と農業と健康（医療）の課題を分野ごとに解決する事業を展開し
てきた

現代社会は化学物質（農薬・化学肥料・薬品）の過剰使用が土壌の劣化、子供たちをはじめとした人
間の健康問題、環境問題を作り出したが、それぞれを切り離しては解決不能な課題であるため、トー
タルな視点での解決方法を模索してきた

この解決方法を代表するものとして、ネオニコチノイド系農薬に代表される化学物質による問題解決
を各分野の企業が持つ科学的な根拠に基づいた方法により解決を目指す

事
業
概
要

各分野が抱える問題は「化学物質による影響」で密接に繋がっているため、食（農業）、健康（医
療）、住宅の各分野単位で解決しうるものではなく、分野の垣根を超えた総合的な視点に立って解決
する事が重要と考えます。しかし、これらの分野の問題解決をトータルにとらえたビジネスはこれま
でありませんでした

そこで、20年後に親になる子供たちの明るい未来を守るために①食（農業）、②健康（医療）、③住
宅の分野で科学的な根拠を基にした解決方法をトータルにコーディネートするビジネスを展開する

そのための各分野別の背景と課題とその解決方法を記します

1.ビジネスプランのコンセプト
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1.ビジネスプランのコンセプト
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背
景
と
課
題

2023年に藤枝市が問題を提起したネオニコチノイド系農薬は、自然界で重要な役割を持つミツバチ等の
昆虫や鳥などの小動物への影響から始まり、人間の脳神経に多大な影響を及ぼすことが明らかになりま
した

既にミツバチによる受粉がされずに、結実しない農作物が生産者間で確認されています。諸外国ではネ
オニコチノイド系農薬の使用禁止、販売禁止、輸入禁止処置がとられているのに対し、2040年までは使
用禁止されないという日本独自の判断基準に疑問を感じます（資料⑥：神経を狂わすネオニコチノイド）

「れんげじオーガニックマーケット2023」で静岡県藤枝市在住の子どもの尿と母乳に含まれるネオニコ
チノイド系農薬15成分の検査結果では、12月13日現在で検査完了の70名全員の尿と母乳検査の14名中
6名に農薬成分が検出されました

これは浸透性によって効果が長続きするというネオニコチノイド系農薬の最大の特長により、野菜など
は洗っても農薬が除去されず、食べることで体内に摂り込まれた結果です（資料①：れんげじオーガニック

マーケット10周年企画、③：検査実施の10才男児の検査成績書）

今回の尿検査を実施した子供たちの保護者は一般の消費者よりも健康やオーガニックに対する意識が高
く、その子供たちから検出されたという事実は問題の深刻さを物語っています。除草剤成分のグリホ
サートに関しても尿から検出されることが判明しており、同様の影響が懸念されます

3.分野別の課題と解決方法 ①食(農業)の課題 
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科
学
的
デ
ー
タ

■科学的データ「土壌微生物多様性・活性値」の導入で農薬削減

農薬削減は土作りが唯一の解決方法です。国の施策である「みどりの食料システム戦略」でも、化学
肥料や農薬等の化学物質の使用過多が土壌の劣化を招いているとされ、科学的な根拠に基づいた土作
りを推奨しています

食の課題を解決する科学的データを活用した土作りでは数値で土壌微生物環境を把握でき、これまで
の様な経験や勘に頼ることの無い栽培が可能となるため、短期間で効率的・効果的に農薬不使用栽培
を実現させます。これにより短期間で有機栽培への転換を実現させて収益性を高め、有機栽培人口と
面積の拡大を目指します

この科学的な根拠に基づく土作りの指標として、国際特許の「土壌微生物多様性・活性値」による検
査(㈱DGCテクノロジー：茨城県)の推奨と分野間のコーディネートを実施する（資料⑦：土壌微生物多様性・活
性値分析）

検
査

【「土壌微生物多様性・活性値」とは？】

目に見えない土壌中の微生物の活性と種類の多様性を指数により数値化し、数値が高い程、病害虫に
強く、連作障害も起こさず、美味しくて品質の良い農作物の栽培を短期間で可能にすることが示され
ています

数値が一定の基準を超えた土壌は病害虫に強くなる為、農薬削減が可能になり、短期間での農薬不使
用栽培も実現するため、有機栽培化の目安として有効な検査です

この検査方法は欧州の国々での土作りや品質の基準になっており、国内では長野県小諸市で5年前から
市の施策として取り入れ、既に400か所以上の圃場で検査が実施されています。またサントリー等の企
業も品質管理に導入しています（資料⑧：元気な土で銘柄化）

3.分野別の課題と解決方法  ①食(農業)の解決策（科学的データ）
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土
作
り

■データに基づいた「土作り」で農薬削減と有機栽培化の推進

植物由来の自然原料を使用した有機JAS適合資材の土壌改良材「スーパーER・GOLD」（㈱サンルー

ト：静岡県藤枝市）の施用と地域で入手可能な堆肥や有機資材を活用し、健全な栽培と農薬を削減する実
践的な土作りの方法「有機循環農法」のノウハウ、実践指導の提供と分野間のコーディネートを実施
する(資料⑬：土壌改良材「スーパーERシリーズ」）※GOLDのみ有機JAS適合資材品でER･MIと仰天夢水は通常品

90％近くが慣行栽培である日本の農地は一般的には有機栽培への切替えは長い期間を要しますが、土
作りに重要な土壌微生物の能力が可視化されたことで、これまでの経験や勘に頼ることのない土作り
が短期間で実現する為、既存の就農者のみならず新規就農者も短期間で良質な有機栽培が可能となり
ます

有機栽培の抵コスト化も図れ、有機栽培の拡充、拡大をスピード感をもって推進可能にします。既に
有機栽培化への移行を決めてオーガニックビレッジ宣言の準備をしている藤枝市以外の行政への具体
的な活動の指導実績もあります

また、これまでの「堆肥に頼る」指導で行われてきた未完熟堆肥の施用により、更なる土壌の劣化や
農地周辺の環境問題に加え、世界的な堆肥不足の問題も発生しています

この解決方法として、藤枝市でも課題の放置竹林を有効な資源として活用します。パウダー化した竹、
米ぬか、畜糞堆肥等を原料に微生物資材「スーパーER」で発酵させることで短期間で良質な堆肥を製
造することを可能にしました

この製造ノウハウ、及び竹堆肥を農地に還元して短期間の土作りを実現するためのノウハウを企業や
生産者に提供するとともに、他分野間のコーディネートを実施します

3.分野別の課題と解決方法  ①食(農業)の解決策 （土作り）
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子
供
の
発
達
障
害

食と農業が未来を担う子供達の健康に大きな影響を与えている事は、ネオニコチノイド系農薬等の使
用量と比例して子供の発達障害が増加していることからも明らかです（資料②：農薬出荷量と発達障害児数の

推移）

耕地面積当たりの農薬使用量が世界5位の我国は、学校給食の食材を有機栽培に切替えた韓国を抜き、
多動性疾患、学習障害、発達障害等の有病率でダントツ1位と報告され、1クラスで３割以上の児童が
何らかの発達障害の兆候がある事が藤枝市や全国各地でも報告されています（資料⑤：胎内の化学物質影
響調査）

また、静岡県焼津市では1歳6か月の幼児1119名の内、40％近くの423名が発達障害の要経過観察とさ
れたという記事が2017月1月4日の静岡新聞で公表され、その原因の一つとしてネオニコチノイド系農
薬が疑われています（資料④：発達障害急増 焼津市 資料⑤：胎内の化学物質 影響調査）

化
学
物
質
過
敏
症

疾患者数100万人、潜在的な疾患者数は900万人と言われている化学物質過敏症は、明確な治療法が確
立されておらず疾患者数は年々増加しています

発症すると通常の生活が困難な状況になることもある深刻な疾患ですが、一部の医療機関では体内に
取り込まれた化学物資を体外に排泄するデトックスが行われ、唯一の改善策として成果を挙げていま
す

国はこの問題を病気を管轄する厚生労働省、農薬を管轄する農林水産省、環境省が縦割りで対応して
いるため、問題解決が進んでいません（資料⑨：激増する化学物質過敏症「毎日が災害」）

精
神
疾
患

日本は精神疾患者数が世界1位で1999年から2020年までの20年間で204万人から615万人と約3倍に増
加しています。これは薬剤多用の問題ばかりではなく、ネオニコチノイド系農薬が脳神経の中枢神経、
自律神経、末梢神経に影響を与えていることが、精神疾患数の増加にも影響していると考えられます

3.分野別の課題と解決方法 ②健康(医療)の課題 
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有
機
食
材
で
デ
ト
ッ
ク
ス

農薬や化学肥料不使用の有機農法の食材を食べることで体内の農薬を大幅に減らせることが福島の
NPO法人の調査で明らかになり、慣行農法による食材を食べた人に比べ、有機食材を5日間食べた人
の体内の農薬濃度は約半分、1カ月間続けた人は1割未満になるとの調査結果が発表されました（資料

⑨：有機食材で体内の農薬大幅減）

有機農産物による農薬のデトックスの重要性や有効性などの情報発信、そのための有機農産物の紹介
や提供を分野間のコーディネートと共に実施します

これらが藤枝市のオーガニックビレッジ宣言にある、有機農産物に対しての市民の意識や行動の変化、
選ばれる食材になるような生産から消費までの一貫したサイクルの実現を後押しします

温
熱
で
デ
ト
ッ
ク
ス

農薬を使用する生産者は自らの体調の変化から農薬の危険性を自覚し、また農薬の危険性を訴える研
究者は農薬を「脳毒」と表現するほど、人間の脳への影響は深刻です。そのため、早急に土作りによ
り農薬削減を目指して化学物資を体内に取りこまないことが肝要です。しかし、既に取り込んでし
まった化学物資が健康を害するため、早急に体外に排泄する事が重要です

弊社は有機質の炭を特殊加工したカーボンブラックエミッターによる遠赤外線の温熱効果で有害物質
を体外に排泄する米国特許取得のデトックス方法（㈱フジカ：東京都）を有しています。このデトックス
で3年間の共同事業を提携医療機関と実施し、約800名の対象者からデトックスによる改善効果が認め
られました（資料⑪：体から排出された汗、米国特許取得「ダイオキシン類排泄方法）」

この温熱によるデトックスの情報提供と分野間のコーディネートを実施します

【遠赤外線の温熱効果によるデトックスとは？】
通常、私達の身体に摂りこまれたネオニコチノイド系農薬、有機リン系農薬等の化学物質は主に皮脂腺から毛髪と共に
体外へ排泄されますが、化学物質が蔓延している現代においては排泄より摂取過剰で体内に蓄積していきます。このダ
イオキシン類の排泄方法で米国特許を取得した特殊な遠赤外線の温熱効果により皮脂腺から化学物質の排泄を促し、尿
の10倍以上の有害重金属を体外へ排泄される事が検査機関で証明されています。
現在、尿からネオニコチノイド系農薬の成分が検出された子供や大人に協力いただき、デトックスによる汗の検査を実
施していています

3.分野別の課題と解決方法 ②健康(医療)の解決策
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化
学
物
質

ネオニコチノイド系農薬はシロアリ駆除の目的で住宅の床下に施用され、その後も数年おきの施用が
推奨されているため、農薬成分が長年に亘って居住者の体内へ取り込まれ、住宅建材からも出る化学
物質の被ばくによる健康被害の拡大が懸念されています

特に、住宅での滞在時間の長い子供たちへの影響は深刻です

建
築
資
材
と
工
法

ネオニコチノイド系農薬に代わる資材として、熊本城などで使用されている安全性の高いホウ酸の利
用や住宅内の化学物質を独自の技術により建屋外に排出して室内の空気環境自体を健全化する特許取
得の建築方法「通気断熱WB工法」（㈱ウッドビルド：長野県）があります

この建築方法の住宅は化学物質を極限まで減らした空気環境が保たれ、その中での生活は居住者の健
康作りに有益です

これらの住宅関係の情報が消費者や施工業者に正しく伝わっていないことが更なる健康被害の拡大を
招くため、住宅に関係する正しい情報の提供、斡旋と分野間のコーディネートを実施する（資料⑫：通気

断熱WB工法・ホルムアルデヒド透過実験）

3.分野別の課題と解決方法 ③住宅の課題と解決策 
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このビジネスプランは、各分野間の問題解決をトータルでコーディネートするというこれまでにない全く新しい
視点で展開するため新規性が高いのが特徴です

増え続ける化学物質が引き起こす様々な問題の拡大がそのまま市場規模となるために市場性も高く、問題解決の
為の緊急性と実現性が高く、ビジネスとしての希少性が高く他社と競合しない為、高い収益性が望めます

子供たちの未来を創る事業自体が社会貢献そのもので、高い社会性と子ども達の明るい未来を創ることを目的と
した精神性を有しています。

そして、食の安全性を自然食を通じて広め、健康産業の在り方を教育する会社として設立された弊社のこれまで
の活動実績と、全ての分野で科学的な根拠に基づいた解決法を基に各分野の企業や組織と同じ方向性で取組み、
またコーディネートすることで、これまでに何処も成し遂げなかった成果を生み出すという強い意思を持って展
開します

この展開を藤枝市から同じ課題を抱える全国の自治体へ向けて発信し、藤枝市の企業として「環境行動都市・藤
枝」の知名度を上げて、更に盛り立てて参ります

4.事業の将来性
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添付資料① れんげじオーガニックマーケット
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添付資料②農薬出荷量と発達障害児数の推移



添付資料③ 検査実施の10才男児の検査成績書
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添付資料⑥ 神経を狂わすネオニコチノイド
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添付資料⑦ 土壌微生物多様性・活性値分析
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添付資料⑪  体内から排泄された汗、米国特許証
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添付資料⑫通気断熱WB工法住宅、ホルムアルデヒド透過実験

余分な湿気も抑えるため結露の心配もなく
四季を通じて室内は常にクリーンな空気で保たれます

通気断熱WB工法とは？

土壁の原理を応用した工法により、換気システ
ムに頼らず、湿気とともに透湿性の壁を透過し
て室内の有害な化学物質は湿気と共に壁を通過
して屋外へ排出する

機械による室内換気をしなくても、
室内ホルムアルデヒド濃度を低く
抑えることが可能
（厚生労働省指標値0.08ppm）
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添付資料⑬ 土壌改良材「スーパーER」 GOLDのみ有機JAS適合資材

【土壌改良のポイント】

■潅水のタイミングと希釈倍率
・降雨の前後の土壌が湿っている状態での潅水は土壌改良材が

土壌に浸透しやすく効果的

・500倍以上の濃い濃度で苗や播種時に施用した場合に濃度障害を

発生する可能性があるので希釈倍率を守る

■定植や播種
・未活着の苗、播種の直前直後は成長を阻害する可能性が高ま

るため、活着確認後や本葉が3枚以上に成長した後に潅水を実

施し、播種は潅水後、2週間以上の間隔をあけて実施

■土壌消毒後の微生物環境の再構築
・土壌消毒を実施した圃場は極端に有用な微生物が失活します

が、スーパーERの潅水の実施により微生物環境の再構築が可能

【葉面散布のポイント】

■土壌改良中の葉面散布にのみ可
・スーパーERを潅水して土作りを実施している圃場でのみ、

1作当たり1～2回の葉面散布は可能

・葉面散布は驚くほど短期間で樹勢が増すが、根の発育促進に

よる現象でないため、土作りをしている圃場であっても葉面

散布の継続的な実施は、その後の生育に支障を生じる場合が

ある

・作物の生育不良や障害が発生した場合に緊急的に1～2回程度

の葉面散布は効果的だが、継続使用は本来の根の生育に影響

が出る可能性がある

名 称 スーパーER ミネラル水

個人用
MI

（通常品）
GOLD

（JAS規格品）

スーパー
仰天夢水

250ml・700ml・2ℓ・7ℓ・10ℓ 1ℓ・5ℓ・10ℓ

企業用
富士の恵
（通常品）

富士のしずく
（JAS規格品）

スーパーミネ
ラルプラス

800ml・3ℓ・8ℓ・10ℓ 1ℓ・5ℓ・10ℓ

用 途
土壌改良・葉面散布

（葉面散布は主に土壌改良中に限る）

希釈倍率 500～1000倍

潅水量 300～500ℓ/10ａ

回 数 秋季1～2回、春夏季2回以上

コスト

1,980円～/ 10ａ/1回

1000倍希釈300ℓ潅水

※起算：MI・富士の恵 10ℓ (定価・税別)
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